
発生学は、卵というたった一個の細胞が、

複雑な形と機能をもった大人の体になる

仕組みを調べる学問です。最初は卵の

成長をじっくり観察することから始まりまし

たが、今では遺伝子の機能を調べるゲノ

ム研究抜きには語れない分野です。発

生学の研究には、いろいろな動物が使わ

れています。でも、その動物たちは、みな

さんが動物園でよく見る動物たちとは、ち

ょっと違う動物たちばかりです。ゲノムひ

ろばの会場を見渡しても、人間以外の動

物といえば、線虫、ショウジョウバエ、アフ

リカツメガエル、メダカ、ニワトリに、マウ

ス・・・研究者は、どうして、こんなに変な

動物ばかりゲノムの動物園に集めている

のでしょう。

これらのさまざまな実験動物を使った研

究には、どのような点でメリットがあるのか、

という素朴な疑問に答えたいと思いま

す。最近の発生学では、万能細胞とか、

夢の細胞とも呼ばれるＥＳ細胞（胚性幹

細胞）も、とても注目されていて、私たち

の研究室の最大のテーマでもあります。

このＥＳ細胞についても、ご紹介します。

ゲノムの動物園　
～発生学で使われる動物たち
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ホヤという動物をご存知ですか？大人の

ホヤは図1のような奇妙な姿をしていま

す。でも、広い動物界の中では、ホヤは私

たちヒトと近縁で、オタマジャクシ型の幼

生はヒトの胚と似たような形をしているの

です（図2）。ホヤの卵が受精すると、ヒト

の受精卵と同じように細胞分裂を始め、

「胚」と呼ばれるようになります。ヒトの胚

では細胞の数が何千個に増えてからで

も、まだ1個1個の細胞が皮膚になるか

筋肉になるか決まっていません。しかし、

ホヤの胚では細胞の数が100個ほどにな

る頃には、もうほとんどの細胞が筋肉に

なるとか皮膚になるという「運命」を決め

ているのです（図3）。そこで、私たちはホ

ヤを使って、動物の体がどういう仕組み

でできあがっていくのかを調べようとして

います。細胞が100個になるまでの出来

事ですから、私たちは受精後たった数時

間に注目すればいいわけです。きっと何

か見つかると信じて、受精後すぐに働き

はじめる遺伝子を片っ端から調べてやろ

うという研究です。面白そうな遺伝子を

見つけ、どの細胞で働くのかを調べ、その

遺伝子の働きを邪魔してやったり、別の

細胞で働かせてやったりするのです。私

たちの研究をのぞいてみてください。

ホヤの体の形づくり
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ホヤのゲノムがわかったよ
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ホヤは海にすむ動物です。尾索類（尾部

に脊索をもつ動物）のホヤ、頭索類（脊

索が頭部の先端まで存在する動物）の

ナメクジウオ、脊椎動物（発生の間に脊

索が脊椎骨におきかわる動物）のサカナ

やヒトは、今から約5億年以上昔に共通

の祖先から進化してきたものと考えられ

ています（図１）。昨年私たちはアメリカ

の研究者と共同して、ホヤのゲノムを解

読することができました。そして、例えばホ

ヤとヒトにあってショウジョウバエなどの無

脊椎動物にはない遺伝子、あるいは私た

ちヒトだけにあってショウジョウバエやホ

ヤにはない遺伝子を探ることによって、脊

索動物が、あるいは脊椎動物がどのよう

に進化してきたのかをゲノムを通して見

ることができました（図２）。すると、私たち

ヒトは獲得免疫系（抗体をつくって異物

を排除する）やステロイドホルモン系（性

周期をもつ）などを新しく作りながら進化

してきたことが分かってきました。
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味わいの分子生物学　
ショウジョウバエの味覚の世界を遺伝子から探る
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すべての生物は味覚感覚をもっていま

す。味覚は栄養となる食物を見つけ、一

方、有毒な物質を避けるために必要な感

覚です。ショウジョウバエは、口部の唇弁

と脚にある味覚器で水、塩、糖、苦味物

質の味を感じています。味覚器は、毛の

ような形態をしており、毛の基部に細胞

体がある味神経の突起が毛の先端の穴

まで伸びています。私たちは、どの味細

胞がどのような味を感じているか？どのよ

うな仕組みで味が感じられるか？という問

題の解明を追求しています。最近のゲノ

ムの研究によって、甘味と苦味の味覚

受容体の遺伝子の存在がわかってきま

した。しかし、まだ多くの解明すべき問題

があります。ショウジョウバエは、ゲノムプ

ロジェクトが完了し、モルガン以来蓄積さ

れた膨大な遺伝学的知識とさまざまな突

然変異系統を利用することができます。

味覚感度の異常を調べる摂食テスト法、

吻伸展反射などの実験のデモ行い、味

覚受容の研究の現状を紹介します。
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ハエの味覚感度を調べるための摂食行動テスト

摂食行動テスト後に
腹部の色によってハエを分類する。
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